旭川地区ジュニアバスケットボール連盟規約
　　　　　　 第１章　　名　称

第１条　　本連盟は，「旭川地区ジュニアバスケットボール連盟」と称する。

第２条　　本連盟の事務局を事務局長の職場内に置く。

　　　　　　　第２章　　組　織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第3条 本連盟は，旭川地区バスケットボール協会を通して加盟登録した中学生チームをもって組織する。

　　　　　　　第３章　　目　的

第４条　　 本連盟は，旭川地区におけるジュニアバスケットボール競技の普及・発展, 及び技術の向上を図るとともに，中学生の心身の健全なる発達と社会性の育成を図ることを目的とする。

第５条　　本連盟は，北海道ジュニアバスケットボール連盟, 旭川地区バスケットボール協会，旭川市中学校連盟及び上川中央地区, 富良野地区各中学校体育連盟と密接なる連携を保ち，旭川地区バスケットボール界の伸展に寄与する。

　　　　　　　第４章　　事　業

第６条　　本連盟は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。

　　　　　１　競技会の開催

　　　　　２　講習会及び研修会の開催

　　　　　３　その他，目的達成のため必要と認める事業

　　　　　　　第５章　　役　員

第７条　　本連盟は，次の役員を置く。

　　　　　会長　　　　　　１　名

　　　　　副会長　　　　　若干名　

　　　　　監事　　　　　　若干名

　　　　理事長　　　　　１　名

　　　　　副理事長　　　　若干名

　　　　　常任理事　　　　若干名（事務局長・事務局次長・事務局員）
　　　　　理事　　　　　　各チーム責任者
　　　　　事務局長　　　　１　名

　　　　　事務局次長　　　若干名
　　　　　事務局員　　　　若干名

第８条　　本連盟は，顧問及び参与をおくことができる。

第９条　　会長・副会長は，理事会の推薦によって決定する。

　　　　　会長は，本連盟を代表する。

副会長は会長を補佐し，会長に事故ある時はその職務を代行する。
第１０条  理事は，２章・第３条における各チームから責任者を最低１名選出し, 会長がこれを委嘱する。

第１１条  理事長・副理事長は理事総会において選出し，会長がこれを委嘱する。　

　　　　　理事長は，本連盟のすべての業務を統括する。

　　　　　副理事長は，理事長を補佐し，理事長に事故ある時は，その職務を代行する。理事長・副理事長は，事務局長を兼ねることができる。

第１２条　常任理事は，理事総会で選出し，会長がこれを委嘱する。

　　　　　常任理事は常任理事会を構成し，目的遂行のための業務を企画運営し，理事会提出の原案の作成を行うとともに，理事会で承認を決定された事業の執行にあたる。

　　　　　常任理事会は，業務執行のため必要に応じて専門委員会を構成して業務を分担することができる。専門委員会は，必要に応じ，委員をおくことができる。委員は，常任理事会が推薦，理事会が選出し，会長がこれを委嘱する。

第１３条  監事は理事会において選出し，本連盟の会計及び業務を監査し，理事会に報告して承認を受ける。

第１４条　役員の任期は２年間とする。ただし，再任を妨げない。

　　　　　役員に欠員が生じたときは，速やかにその補充をする。補充された役員の任期は前任者の残任期間とする。但し、理事についてはその限りではない。
　　　　　　　第６章　　会　議

第１５条　本連盟の会議は次の通りとする。

　　　　　理事総会
　　　　　常任理事会

　　　　　専門委員会

第１６条　理事総会は，定例理事総会と臨時理事総会とし，定例理事総会は毎年１回会長がこれを招集し，議長を指名する。

第１７条　理事総会は，理事の３分の２以上の出席によって成立する。欠席の場合，委任状の提出により定数成立とみなす。決議は多数決によるものとし，賛否同数の場合は会長の決定による。

第１８条　理事総会は，次の事項を決定または承認する。

　　　　　１　予算並びに決算

　　　　　２　役員の選出並びに推薦（会長・副会長・理事長・常任理事）

　　　　　３　年間事業計画

　　　　　４　規約の改正

　　　　　５　その他の重要事項

第１９条　常任理事会は，理事長が招集し，理事長がその議長となる。

第２０条　常任理事会は，常任理事２分の１以上の出席をもって成立するものとする。委任状による場合およびその議決は，第17条と同様とする。

第２１条　常任理事会は，理事総会で決定しなければならない事柄についても，必要に応じ決定することができる。ただし，この場合は後日理事総会に報告して，その承認を得なければならない。

第２２条　専門委員会は，本連盟の目的遂行のため，必要に応じ，その専門的事項について検討し, 業務を推進する。ただし，この場合は後日常任理事会に報告して，その承認を得なければならない。

　　　　　　　第７章　　登　録

第２３条　登録されるチームに所属している者は中学生とする。

第２４条　登録はチーム単位の登録とし, 個人のみの登録は認めない。

第２５条　本連盟に加盟するチームは,「TeamJBA年度更新後の登録手続きガイド」に従って，定められた期日までに登録続き及び加盟料・登録料の支払いを行わなければならない。
第２６条　本連盟の加盟により，北海道ジュニアバスケットボール連盟，北海道バスケットボール協会及び日本バスケットボール協会に登録される。
第２７条　本連盟に加盟・登録していないチーム及び選手は，本連盟の主催する競技会並びに事業に参加することはできない。

第２８条　本連盟への二重登録は認めない

　　　　　　　第８章　　賞　罰

第２９条　 本連盟の規約および付則・細則または通達した事項に反する行為のあった加盟

チームについては，常任理事会の議決を経て処分することができる。

　　　　　　　第９章　　会　計
第３０条　本連盟の経費は，ジュニア連盟負担金，ジュニア連盟個人登録料，競技大会参加料,旭川地区バスケットボール協会各委員会予算からの収入をもって充てる。

第３１条　本連盟の会計年度は, 今年度総会から次年度総会までとする。

　　　　　　　第10章　　慶　弔

第３２条　本連盟の慶弔にかかる一切についての基本事項を定める。（慶弔規定参照）
　　　　　　　第11章　　その他
第３３条  本連盟の規約の施行にあたっての細則は，理事総会の決議を経て，別に定める。

第３４条　理事総会の開催の遅れによって，役員の改選ができない場合は，新役員が決定するまで，現役員の責任において業務を執行する。

附則　　　１　この規約は，平成１５年１１月１５日より施行する。

２　この規約は，平成２３年４月３０日より施行する。
３　この規約は，平成２７年４月２９日より施行する。
旭川地区ジュニアバスケットボール連盟　慶弔規定

第１条　目　的 

　この規定は，旭川地区ジュニアバスケットボール連盟（以下「本連盟」という。）の

　慶弔にかかる一切の基本事項を定め，以ってその円滑，且つ適正な運営を目的とする。 

第２条　適　格 

　この規定の適応を受けるものについては以下に定める。

 　　（１）本連盟役員，顧問，参与

 　　（２）本連盟に功労があり，理事会で承認された者 

第３条 慶　事 

　２条に規定する者の慶事については，以下に定める。

 　　（１）国または地方公共団体から叙位叙勲褒章等を受ける場合は，速やかに常任理事会を開き，本連盟の対応を協議する。 

　　 （２）（財）日本バスケットボール協会，北海道バスケットボール協会，

　　　　　北海道ジュニアバスケットボール連盟，旭川地区バスケットボール協会，

　　　　 （財）日本体育協会，（財）北海道体育協会，（財）旭川市体育協会等から，

 　　　   　もしくはバスケットボールに関する行為により褒章を受ける場合は，速やかに常任理事会を開き，本連盟の対応を協議する。 

第４条 弔　事 

　２条に規定する者の弔事については以下に定める。

 　　（１）本人が死亡したとき。

 　　　　　香典，供花及び弔電

 　　（２）配偶者が死亡したとき。

 　　　　　香典，供花，もしくは弔電

 　　（３）２条に規定する者の父母，実子が死亡したとき

　　　　　 香典，供花，もしくは弔電 

第５条 連　絡 

　第３条，第４条に定める事項があった場合は，関係当事者は必ず，理事長に連絡しなければならない。

　理事長は速やかに事務局長に繋ぎ，常任理事会構成員に連絡しなければならない。　
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